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の状態か2週間以上続くのです。
道路の両側は雪の壁、約2mはあったでしょうか。

信号機、道路標識等は折曲がり路面に散乱しており
ました。もちろん建物、交通機関に与えた被害は莫
大なもので、死傷者も数名でたはどです。

こういった中での除雪作業は困難を極めました。
除雪作業は、前日の夜に明日の計画を立て、早朝2
時30分ごろ出動します。先ず幹線道路を優先的に、
続いて支線へと進めます。道路附属物（ガー ドレ ー

ル等）にはあらかじめ目印を付け、作業オペレ ータ
ーが確認できるようにしてあります。当時はその目
印さえ隠れてしまいどこに何があるのか見当もつか
ない状態でした。そのため物損事故が多発し効率は
低下する一方で、一日かかって幹線2 ~3 km程度広
げるのが精一杯でした。

以来、私達は、「雪に強いマチづくり」をスロ ー カ‘‘

ンにして、雪害防止運動を推進してまいりました。
又、更にこれを足掛かりにして、官民、住民同士の
コミュニケ ー ションを一層深め、人間味のある町づ
くりを目指しております。
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陳大林組 名古屋支店

77 A 川本光子
早くも入杜して3 年目を迎えようとしています。そ

して、今年からは念願の現場です。とはいえども、
今までのような、何となく図面ではまずいので 、 こ
れを機会に新 入杜員のつもりで仕事に取り組んでま
す。

又、それ以前は、‘'大同工業大学滝春校舎新築工事”

のお手伝いもさせて頂き、本当に恵まれた仕事ばか
りだと思っています。

自分が手伝ったと言うだけで、その建物か完成し
てゆくのを見ていると、さも自分が造ったような感
動を覚えるのですから不思議です。また、そんな感
動が建築屋の魅力ではないだろうかと思ってます。

最近、新聞を読んで感動したものを紹介します。
瓦ふき職 岡山市に住む53歳の女性
この世界で17年、ある時は ‘'女だてらに” と言わ

れたこともあった。又、'‘よう女でやるは” と驚きの
目で見られたことも、しかし、 ‘'女にできんことをや
らせてもろおて” とこの仕事に限りない喜びを見い
出して今日まで頑張ってきた。

屋根の上が職場、冷たい風は身をきられるほど厳
しい。’'本当に冬は寒くてシンドイわ。というて夏は
夏で倍の暑さやし……。ま 、 何の仕事でも同じじゃ
ろうがな。”明る＜日焼けした顔をほころばせる•O '‘最
初は 、 足が震えてしもおて、よういかんかったなあ 、

それが今では両手に重い瓦を持って勾配の急な屋根
の上をヒョィヒョイ 、 男じゃろうか女じゃろうかと
言われるんじゃけど。やっていかにゃあ食べてけれ
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んし、男の人にできるのに 、 女にできないわけはな
ふ ” と負けん気は人一倍強かった。
’'上るるのはええか 、 下る段になると怖うて怖うて ＇’

屋根の上は滑る。落ちないように足を突っぱる。も
もらふくらはぎかパンパンに張り、緊張の連続で肩
も凝り 、 家に帰った時はグッタリ ’’

先輩に一つ一つ教えられなから覚えていった。
仕事はつらいと思ったことはない。

今では、社長の片腕として活躍し 、 現場の総責任
者。屋根に上がる前の段取りも又、重要な仕事であ
る。まず ＇‘地割り ＇＇ 瓦がどれだけ必要か縦と横の枚
数を見積る。だいたいは許されず一枚の狂いもなく
計算違いで屋根の上で立ち往生するようではダメ …

私か現場に出る頃目にとまった記事で 、 この女性を
鏡にして、一 歩でも近づけたらと思っています。

つまずくと自分に言い聞かせる言葉に ‘'やり易い
ところでなら誰でも出来るか、やりにくい世界で懸
命に挑戦していくところに、人間としての芯が養わ
れ、やがてどんな困難にも負けない強じんな力を培
っていく”

こんな難しい仕事が出来るだろうかと尻込むより
よし／やってやろう。
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大同工大同窓会
関東支部発足

玩具問屋 宮平商店

62M 宮崎定典
兎にも角にも、大同工大同窓会関東支部が、でき

たことかとても嬉しい。我々もこれで仲間同志の絆
連帯感をより太くできれば 、 生活していく上で 、 心
の寄り所になると 、 信じます。

第一回同窓会は昭和57年9月19B、東京虎の門・
農林年金会館にて行いました。大同工大より浅田千
秋学長、新美同窓会々長、杉浦副会長、山田事務局
長の 4 名をお迎えして会を盛り上げて頂きました。
今回80名位の方に連絡をとり、43 名の所在が分りま
した。当B18名が出席され総勢22 名で昔話に花を咲
かせ楽しい一時を過しました。これから毎年11月に
同窓会を行うことにしました。第一回の準備には 、

六七会総会開催に

あたって

タナベフォ ー トスタジオ67M 田辺幹知

時下春暖の候 、 皆々様にはご壮健で何よりのこと
と思います。開催につきましては、諸先生 、 学校関
係者、又同期の皆々様には 、 御多忙にもかかわらず
御出席して頂きまして誠に有難うございました。ま

4 1M鈴木氏、43M西郷氏 、 他志水氏 、 加藤氏、佐竹
氏 、 叶氏、他の方々に•も多大な協力で会が成功致し
ました。それとこの同窓会の発足を心から待ち望ん
でいられた、故錦織学長、故上森教授、草葉の陰か
ら見て頂けたと思います。又 私共卒業以来上京のた
びに会をと望まれていた井塚教授に図らずも連絡を
忘れてしまい、あとで｀手弁当でも出席したかった”

と言われ非常に残念で仕方ありません。でも第二回
の出席を約束して頂きました。

今回の話し合いで関東支部にいる限り、皆で仕事
上、又友達付き合いも 、 今後活発に行うことを約束し
第一回の同窓会を終りました。今後東京及び関東地
方に在住なさる方は、関東支部の住所録等ございま
すので 、 お便り頂ければお送り致します。

関東支部 部 長 宮崎定典
〒11] 東京都台東区蔵前2-13 -2

Tel < 0 3 > 8 6 2 -3 8 3 1 
副部長 鈴木昌治

神奈川県奏野市南矢名1 130-13
Tel〈04 63〉7 7 -4 1 8 7 

副部長 西 郷義美
東京都江戸川区南葛西7-1 -6- 1014

Tel < 0 3 〉6 8 8 - 9 2 6 6 
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ずは、報告にあたりお礼申し上げます。
さて、我々六七生は 、 昭和46年に卒業して、早い

ももので、昭和56年には、10周年を迎えることにな
り、同期生による同窓会を開催したらどうかという
意見が多く出ていました。それまでは、各クラス単
位もしくは、グルー プ単位で年に数回親睦を計るの
が現状でした。そこで我々は、同窓会開催を運営す
る役員会を四ヵ月位まえに各クラス数名均等に役員
選出することから始めました。

おかげさまで 、 なんの苦もなく役貝の選出には 、
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皆さん喜んで協力するとの返事で 、 早々に役員会か

週に一度多いときには、 週に 2 度互いの仕事の合い

間をみつけて、 会合なり、 案内状作成 、 住所録作成

と進行されていきました。 そうしたなかで、 運営か

スムー ズに進行したのは 、 同期で大学勤務をしてい

る、 青山・間崎両氏が事務局として、 各役員への連

絡及び、 資料の作成に協力していただけたことだと

感謝しております。

そうした皆様の協力により、 遂に六七 会が 、 六月

七日（日）に私学共済会館（愛知会館）にて、卒業生2 20

余名のうち、案内状発送者150余名、出席約％にあた

る80 名出席していただき、 我々役員にとっては感無

量でした。

当日会場受付では、 なっかしい顔か見られ、 握手

したり、 互いの肩をたたきあいそれぞれの表現で、

昔をなつかしんでいました。 そうしたなかで 、 誠に

こっけいに感じたことは、 顔は知っていても名前が

一

大同技箭協会の
活動状況

大同技術協会会長
（大同特殊鋼・知多）

62M 

山野清市
大同工大卒業生の皆様、 ますますご健勝、 ご活躍

のことと思います。 皆様方はいま仕事が最もできる

ため、 日常は多Itをきわめ、 最も充実した毎日をお

過しのこととお喜び申し上げます。

さて大同技術協会は昭和45年11月、 故錦織初代学

出てこず 、 こっそりと会場に備えてあった卒業アル

バムを見ながら、 またもとの場所にもどって楽し〈

会話をはずませていた友人か多〈いました。

そうした盛況のパーティか約2 時間、 歌あり、 ゲ

ームありで、あっという間に時が過ぎていきました。

そして、 閉会の辞か終っても、 遠方の友人や、 急用

の友人を残して、 だれ1人立ち去らず、 司会者の提

案で、 会場を変え全員そろって二次会を行うことに

なり早々に退場して行きました。 我々役員だれ 1人

も、 ここまでは予測できず 、 六七会を開催したこと

に有意義であったことか、 言葉で出さなくても実証

され 、 喜ばしく思われました。

次回の15周年同窓会には、 同窓生がどのように変

わっていくか 、 楽しみと不安が入り混じり 、 互いの

仕事の協力かより一層強くなることを頓望としてお

り、 この会をより有効なものにしていきたいと思っ

ております。

長のご提案と故上森教授のご支援を得て、「卒業生か

技術を中心に交流し合って、 強い組織を作り、 自己

研鑽する」を目的として結成されました。 創設と同

時に会員相互の親睦と自からの技術力向上の諸行事

として、 各種の研究会、 ゼミナールの開催 、 講演会

そして工場見学会等を企画してまいりました。 昭和

48年には 、 会貝諸氏の技術の結晶とも言うべき第1

号協会誌が誕生しました。会誌は毎年発刊が続き、

本年3月には第10号記念特集号が会員に届けられて

います。

協会活動のうち、 会員にとって有益となる行事と

してまず工場見学会が挙げられます。 第1 回の 「日

本陶器株式会社」から始まり、 昨年1 1月の 「三菱自

動車・名古屋製作所」の見学を含め 、 13回実施され

一
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ました。 各企業の先進技術 、 工場経営の実態を自分

の目で確かめられることは技術者にとって血になリ

肉となるものです。 と〈に各企業に勤務されている

人にとっては自分の仕事上 、 あるいは管理技術を習

得する必要性から他企業の工場見学を望んでみても

受入側の許可が容易に得られないの が現実の姿と思

います。 その慈味から、 技術協会主催の工場見学会

は大きい意義と特徴を持っていると言えます。

次に協会誌について述べます。 協会誌は大学と卒

業生を結ぶ一つのコミュニケ ー ションの場と言えま

す。 卒業生の活躍を記述した論文は大学へ伝逹され

て、 学生に読まれ、 将来の就職先希望の源となる可

能性を持っています。 また卒業生は協会誌を通じて

母校の発展の様子 、 先生方の近況を知り、 昔の想い

出に心かなごむものと思います。

どうか卒業生の皆さん 、 自らの技術力のレベルア

ップと巾広い知識の吸収のために大同技術協会に積

極的に参加されることを望みます。 皆さんの支援が

多ければ多いはど、 技術協会の力がつき発展が期待

されると思います。

この技術協会の主旨に賛同し、 入会を希望される

方は、 同封の郵便振替用紙または 、 現金書留にて年

会費3,000円也を納入して下さるようにお顧い致しま

す。

問合せ先

〒457名古屋市南内大同町2-2 1 大同工業大学内

大同技術協会 Tel〈05 2〉6 1 1 -0 5 1 1 

青山・野村・山田

郵便振込 名古屋9 - 5 6 3 6 3 

<,よL塁国
0名簿の整理をおこないます

事務局では昨年度パー ソナルコンピュ ー タ ーを導

入し、58年度よリ宛名印刷や名簿の管理をこれでお

こなうことになりました。 この機会に名簿の整理を

おこないますので同封の調査表にご記入の上返送下

さるようお願いします。

0関東支部設立される

昭和57年9月19日、 束京農林年金会館にて発会式

が行われました。（連絡先 〒111東京都台東区蔵前

前 2 -13-2 宮崎定典 TE L<03〉8 6 2-3 8 3 1

又は 〒257 神奈川県秦野市南矢名1130-13鈴木

昌治 TE L<0463〉7 7-4 1 8 9

大阪を中心とした関西地区でも支部設立の気運か

高まっています。 この機会に関西支部の設立を実現

したいと思いますので、 有志の方は事務局までご連

絡下さい。（担当者 野村重信）

また 、 地方での会合を計画されるときには事務局

までご連絡ください。 地区別の名簿を作成いたしま

す。

0第9期役員紹介

昭和57年5月23日の総会で以下の方々が承認され

ました。 任期は昭和59年3月3 1日まで。

会 長 新美 一博(6 2 M) 

副会 長 杉浦 正勝（6 2 M) 

事務局長

会 計

II 

監 事

II 

評議員

山田忠比古(6 4 E) 

関谷 昌久(6 5 E) 

間崎 保（6 7 M) 

山野 清一（短）

稲垣 悛男(7 4 E) 

天木洋志彦(6 2 M) 

早川 謙二(6 3 E) 

武 克治(6 3M) 

吉田 公一 (6 5 E) 

野村 重信(6 6 M) 

冨田 和男(6 6 E) 

青山 正治（6 7 M) 

田辺 幹知（6 7 M) 

下郷 正二(6 8 M) 

直江 弘文(6 8 M) 

矢野 治久(6 9 M) 






